
令和２年７月豪雨による被害と対応
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資料１



○国土交通省の体制 令和２年７月４日 4：50 本省 非常体制

○会議開催状況 国土交通省 災害対策本部会議 7/4
国土交通省 非常災害対策本部会議へ格上げ 7/5 10:00
国土交通省 非常災害対策本部会議 7/5、7/6、7/7、7/8、7/9、7/10、

7/11、7/13 計8回

○国土交通省の対応
●TEC-FORCE（国土交通省緊急災害対策派遣隊）

・派遣状況 325人【のべ4,097人・日】 ※7/17 7:00現在
・リエゾン38人【のべ695人・日】、JETT（気象庁防災対応支援チーム）22人【のべ348人・日】
・被災状況調査（河川・道路等）、応急対策班 等 265人【のべ3,054人・日】

・活動 ・防災ヘリ（はるかぜ号、まんなか号、あおぞら号、ほくりく号、みちのく号）による
広域被災状況調査 7/4から実施中

・排水ポンプ車（57台）による排水活動等 災害対策用機械の出動 111台【のべ1,373台・日】
・自治体所管の河川、道路などの公共土木施設の被災状況調査
・リエゾンが被災した自治体に赴くことで、電話等では把握しにくい被災状況を直接把握し、自治体
へのアドバイスや、関係機関との調整役として、自治体の災害対策を支援

●海上保安庁
・投入勢力 ・巡視船艇 5隻【のべ618隻】、航空機 9機【のべ157機】 ※7/17 7:00現在

・特殊救難隊 0人【のべ59人】、機動救難士 12人【のべ183人】

・人命救助活動 【13件 （22名を救助）】
・熊本県球磨郡球磨村（7名を救助） ・熊本県葦北群芦北町（3名を救助）
・熊本県人吉市（8名を救助） ・鹿児島県肝属郡錦江町（1名を救助）
・熊本県球磨郡多良木町（3名を救助）

令和２年（2020年）7月豪雨に対する国土交通省の対応について
令和2年7月17日 7:00時点
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佐敷川水系佐敷川
湯の浦川水系湯の浦川

大鞘川水系大鞘川

二見川水系二見川

一町田川水系一町田川 約6.8ha
一町田川水系白木河内川 約7.6ha

早浦川水系早浦川 約13ha

川内川水系百次川 約6ha

川内川水系勝目川 約5ha

川内川水系山野川 約40ha

関川水系関川 約6.8ha

×

×

肝属川水系肝属川

高須川水系高須川 約3ha

大上戸川水系大上戸川 約8ha
大上戸川水系藤の川 約2ha

筑後川水系筑後川 約3ha

遠賀川水系彦山川 約0.8ha
中川水系中川 約0.3ha

高山川水系
溝井川 約1.8ha、高山川 約0.1ha

隈川水系隈川

大牟田川水系大牟田川
諏訪川水系諏訪川

矢部川水系
大根川、楠田川

矢部川水系大倉谷川

本城川水系本城川 約38ha
黒仁田川 約7ha

球磨川水系小川、川辺川 約161ha

大淀川水系大淀川 約0.7ha

福島川水系
福島川 約67.6ha、西方川 約2.2ha

山国川水系山国川、黒川 約1.2ha

×

令和２年７月豪雨による浸水状況について
令和2年7月20日5時時点

○ 国が管理する６水系６河川で決壊等による氾濫が発生。浸水面積は合計約1,290ha。

うち、２箇所で決壊、１１箇所で氾濫した球磨川水系球磨川（熊本県人吉市、球磨村等）では、浸水面積は約1,060ha。

○ 国が管理する米代川水系米代川周辺、信濃川水系犀川周辺において、本川の水位が高かったため、水路等が排水できず浸水が発生。

○ 県が管理する52水系110河川で氾濫が発生。うち、鹿児島県が管理する川内川水系百次川、勝目川では、決壊による浸水が発生。
ももつぎがわ か つ め が わ

ひとよしし

せんだいがわ

浸水被害が発生した河川
（河川管理者から報告があったもの）

玖珠川の浸水
（7月7日午前）
（大分県提供）

球磨川の浸水
（7月4日午前）

筑後川の浸水
（7月7日午前）

球磨川水系球磨川 約1,060ha

堂面川水系堂面川、
白銀川、長溝川

緑川水系
木山川 約87ha、岩戸川 約120ha

川内川水系川内川 約1ha
鉄山川 約1ha、池島川 約1ha

安楽川水系安楽川 約25.8ha

市木川水系市木川

×

重信川水系内川 約0.1ha
多良川水系多良川

浜川水系浜川 約0.2ha
石木津川水系石木津川

大淀川水系岩瀬川 約1ha
本庄川 約0.5ha

鈴田川水系針尾川 約7.2ha

一ツ瀬川水系板谷川 約0.02ha

さいがわ

筑後川水系
大刀洗川、陣屋川、池田川、金丸川、下弓削川、堺川、
口無川、桂川、荷原川、広川、長延川、花宗川、
山ノ井川、野上川、町田川、玖珠川、二串川、東本川
池町川、宇田貫川、高良川、巨瀬川、不動川、藤町川、
三光川、江川、二又川、山曽谷川、北川、古川、太田川 約1ha

永田川水系永田川 約0.8ha

郡川水系佐奈河内川 約19.7ha

琴川水系琴川 約0.1ha

千野川水系千野川 約5.4ha

国分川水系江ノ口川 約0.01ha

く ま が わ

吉野川水系吉野川 約1ha

氷川水系河俣川

く ま む らく ま が わ

大分川水系大分川 約1.6ha

肱川水系肱川 約33ha

九州地方 四国地方

中国地方

神通川水系大八賀川 約0.02ha

信濃川水系犀川周辺
約1.2ha

木曽川水系
飛騨川 約0.8ha、
白川 約1.8ha、

む す ご が わ

無数河川 約0.7ha

中部地方

白川の浸水（7月８日午前）
（岐阜県提供）

久留米市の浸水（7月８日）

馬淵川水系馬淵川
米代水系米代川周辺 約16ha

東北地方

小本川水系小本川 約0.9ha

江の川水系江の川 約223ha
江の川水系八戸川

高梁川水系高梁川

太田川水系三篠川
芦田川水系天王前川

江の川水系西城川

菊池川水系和仁川 約13ha

境川水系境川 約2.8ha

国土交通省 水管理・国土保全局

江の川水系渋谷川

高梁川水系成羽川

沼田川水系霜降川

大分川水系
宮川 約1ha、大分川、
黒川 約1ha 、尼ヶ瀬川
祓川
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前線による九州地方を中心とした大雨による浸水状況について

• 梅雨前線の影響により、熊本県、鹿児島県を中心に記録的な大雨。

• 九州地方整備局防災ヘリ（はるかぜ）による7月4日15時時点の調査によると、球磨川沿川で約1,060haに及ぶ浸水を確認。

• 現時点で報告されている、主要な被災としては、国管理の球磨川で堤防決壊が1箇所、県管理の２河川※で堤防決壊が２箇所等。

（※鹿児島県が管理する百次川、勝目川で決壊が発生）
ももつぎがわ かつめがわ

令和2年7月６日14時時点
国土交通省 水管理・国土保全局

人吉市街部における
浸水状況（7月4日朝）

市町村名 浸水面積（ha）

人吉市 約560

錦町 約290

相良村 約90

球磨村 約70

八代市

約50あさぎり町

芦北市

合計 約1,060

まち

ちょう
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令和２年７月豪雨による大牟田市の浸水状況について
令和2年7月14日時点

国土交通省 水管理・国土保全局

○ 大牟田では、7月6日14時10分から20時10分までの 6時間で、
276.0mm（観測史上1位）を記録。概ね900haが浸水したと想定
されるが、9日までに浸水は解消。

○ 大牟田市内の浸水については、内水氾濫と河川からの氾濫
が相まって発生したものと思われるが詳細は確認中。

令和２年７月５日から７日までの雨量観測値（大牟田）

浸水の様子 TEC-FORCEによる排水支援

令和２年７月６日からの大雨による浸水被害状況（福岡県大牟田市）

出典：大牟田市資料を基に国交省作成

大牟田
雨量[mm/h] 累加雨量[mm]        

0

100

200

300

400

500

600

700

0

10

20

30

40

50

60

70

23
:0

0
01

:0
0

03
:0

0
05

:0
0

07
:0

0
09

:0
0

11
:0

0
13

:0
0

15
:0

0
17

:0
0

19
:0

0
21

:0
0

23
:0

0
01

:0
0

03
:0

0
05

:0
0

07
:0

0
09

:0
0

11
:0

0
13

:0
0

15
:0

0
17

:0
0

19
:0

0
21

:0
0

23
:0

0

6日 7日5日

666.5（48時間）
雨量[mm/h]
累加雨量[mm]

出典：大牟田市資料

276mm（６時間）

大牟田駅

諏訪川

大牟田川

堂面川
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江の川水系江の川における浸水状況について
ご う の か わ ご う の か わ

○ 広島県三次市君田雨量観測所で14日4時50分までの24時間で193.5mmを記録する等の大雨となった。

○ 四国地方整備局防災ヘリ（愛らんど）による7月14日15時時点の調査等によると、江の川の河口5kから55kに
かけて、約223ha、143戸（いずれも速報値）の浸水を確認。なお、現時点で人的被害は報告されていない。

みよしし きみた

：浸水箇所

※本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる可能性があります。

ごうつし

江津市 かわもとまち

川本町

みさとちょう

美郷町

江の川水系江の川（左岸24.0k）の浸水状況 江の川水系江の川（右岸35.0k）の浸水状況

令和2年7月17日5時時点
国土交通省 水管理・国土保全局
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○国が管理する球磨川の堤防が１箇所、約３０mにわたり決壊。

○人吉市中神地先において、4日２３時から２４時間体制で対応し、６日９時に仮堤防が完成。

国管理河川（球磨川）の決壊箇所の対応
※令和２年７月６日９時時点

く ま が わ

5日4時30分時点

多良木町 湯前町

4日●時時点

球磨川

4日15時点

決壊延長 約Ｌ=30.0m

4日16時時点

く ま が わ

決壊箇所の状況

緊急復旧工事の状況

ひとよし なかがみ

6日9時00分時点

袋詰根固め（2t）

遮水シート

根固め（2t）
＋岩砕

水位は上昇傾向
（7/6 9時現在）

推定水位

6



緊急復旧工事の状況

国管理河川（球磨川）の決壊箇所の対応
※令和２年７月９日１２時００分時点

く ま が わ

○国が管理する球磨川の堤防が新たに１箇所、約１０mにわたり決壊していることを確認。

○人吉市中神地先において、８日１８時に緊急復旧工事に着手。２４時間体制で対応し、９日９時３０分に緊急復旧
工事が完成。

く ま が わ

ひとよし なかがみ

被災延長 約Ｌ=10m

復旧済

決壊箇所の状況

８日１３時時点

写真貼る
朝方（５時目処）
明るくなった写真

８日２１時時点 ９日５時時点

川裏側より撮影

川裏側より撮影川裏側より撮影

今回決壊箇所

現在水位

袋詰根固め(2t)

根固め(2t)+岩砕

遮水シート

ＪR人吉駅

川表側より撮影

９日９時３０分完成
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浸水範囲
約6ha

（田畑）

浸水範囲
約5ha

（床上7戸）

隈之城小

県管理河川（川内川水系百次川・勝目川）の決壊箇所の対応 ※令和２年７月１４日時点

せ ん だ い が わ も も つ ぎ が わ か つ め が わ

○鹿児島県が管理する百次川（１箇所、約８０ｍ）、勝目川（１箇所、約１５ｍ）の堤防が決壊。
○大型土のう等による仮堤防を百次川は４日、勝目川は５日より施工開始。
○本省災害査定官等が７日に緊急調査を行い、応急措置や復旧工法等の技術的助言・指導を実施。
○勝目川は８日１７時、百次川は１１日９時に仮堤防が完成。

本省災害査定官による
緊急調査の実施状況（7／7）

勝目川

水位観測局
ぶっしょうばし

（佛生橋）

50m

7月4日14時撮影

被害状況

7月11日9時撮影

百次川

応急完了

百次川（右岸）

7月6日7時撮影

百次川

約6m
被害拡大

約20m
被害拡大

7/5時点
約50m大型土のう等設置済

百次川
堤防決壊箇所

勝目川
堤防決壊箇所

百次川応急復旧工法（概要）勝目川応急復旧工法（概要）

勝目川（左岸）
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土砂災害発生件数
553件（33府県208市町村）
(うち九州地方:291件(7県86市町村))

令和2年 ７月豪雨による土砂災害発生状況と対応状況

令和２年７月２０日７：００ 現在 速報版

※これは速報であり、今後数値等が変わる可能性があります。

【人的被害】
死者１5名

（人的被害は20日7:00消防庁発表資料に基づき県から報告のあった計数）
※現在、人的被害の報告があるのは熊本県、長野県、広島県

※都道府県砂防関係部局からの報告に基づく

○TEC-FORCE高度技術指導班（土砂災害専門家）の助言を受け、長崎県では佐世保市小川内町の地すべり
に、7月18日以降順次、伸縮計等を増設し監視体制を充実。

7/8
させぼし おがわちちょう

長崎県佐世保市小川内町

7/10に動きが活発化し、13世帯42名が避難中。

伸縮計等を増設し、観測値が警戒値を超えた
際には、佐世保市へ自動で情報発信。

7/4
あしきた あしきたまち ふしき

熊本県葦北郡芦北町伏木氏

応急対策としての土砂撤去等を実施中。

死者：1名

7/18の状況

都道府県名 発生件数
死者・行方不明者が

発生した件数

人家被害が

発生した件数

熊 本 県 119件 6件 24件

鹿児島県 61件 - 13件
長 野 県 51件 1件 1件
福 岡 県 34件 - 5件
長 崎 県 30件 - 2件
広 島 県 29件 1件 1件
和歌山県 27件 - 2件
愛 媛 県 27件 - 6件
神奈川県 21件 - -
大 分 県 20件 - 9件
静 岡 県 15件 - 1件
宮 崎 県 14件 - 3件
佐 賀 県 13件 - 5件
愛 知 県 12件 - 1件
岐 阜 県 9件 - 2件
千 葉 県 8件 - -
島 根 県 8件 - 1件
高 知 県 8件 - 1件
山 口 県 7件 - -
新 潟 県 6件 - -
京 都 府 5件 - -
兵 庫 県 5件 - 1件
石 川 県 4件 - -
茨 城 県 3件 - -
富 山 県 3件 - -
岡 山 県 3件 - 1件
徳 島 県 3件 - 1件
滋 賀 県 2件 - -
鳥 取 県 2件 -
岩 手 県 1件 - -
秋 田 県 1件 - -
大 阪 府 1件 -
奈 良 県 1件 - 1件

球磨村における
TEC-FORCE砂防班の活動状況

7/18

7/18

周辺地域での土砂災害発生
状況について聞き取りによる
情報収集

斜面崩壊箇所をレーザー計測
により崩壊土砂量を算定
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ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）の活動状況
令和２年7月20日 7時時点

○九州地方整備局を中心として全国の地方整備局等のＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを被災地に派遣

○本日321人のTEC-FORCEが排水活動、被災状況調査、リエゾン・JETT（気象庁）による自治体支援を実施。

降雨時の排水に備え、排水ポンプ車56台（うち九州54台）を現地へ配備。

○被害が甚大であった球磨川の支川を中心に、八代市をはじめ１０市町村で自治体に代わり、河川の被災状況調査を実施。

・派遣人数
のべ5,068人・日

・災害対策用機械
のべ1,705台・日

中国地整河川班が護岸流出被害等を調査（16日）

■テックフォース河川班による球磨川支川の被災状況調査

八代市からの要請により、12日、四国地整テックフォース河川班４名が市ノ俣川4.3kmを現
地調査。河道埋塞等6件の施設被害を報告し、復旧方針等を助言

のべ700人を超えるテックフォースを投入し、相良村等で概ね調査が完
了。 19日までに、136件の施設被害を報告。立ち入り困難であった球
磨村は、15日から調査を実施。本日は50名で球磨川支川の調査を実

施。

■球磨川支川市ノ俣川（八代市）の被災状況調査

水俣市
(要請なし)

水上村
(要請なし)

湯前町
(要請なし)

八代市
188人(7/4～)

芦北町
136人(7/7～)

津奈木町
32人(7/7～)

五木村
100人(7/7～)

相良村
24人

(7/11～16)

あさぎり町
16人(7/16～17)

人吉市
104人(7/7～)

多良木町
8人(7/10、17)

錦町
72人

(7/10～)

■球磨川支川小川（球磨村）の被災状況調査

市ノ俣川

小川

①家屋の被災状況 ②護岸の被災状況 ③護岸の被災状況

④河道の埋塞状況

河川班４人が徒歩による現地調査を
実施（7/12）

約4.3km

市ノ俣川

球
磨
川

①
②

④

③

山江村
32人

(7/18～)

:施設被害箇所

八代市に調査結果報告 災害査定に活用

7月20日時点

川内川

告川

中園川

本庄川

芋川 那良川
鵜川

球磨村
24人(7/15～)

球磨川支川の調査状況および河川班の投入人数（のべ人数）

【凡例】

：調査中又は調査済

市町村名： は調査終了

たらぎまち

にしきまち

さがらむら

つなぎまち

かわうちがわ

つげがわ

さがらむら
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九州に５４台が出動

(九州地整33台、広域派遣21台)

２台：大牟田川
（福岡県大牟田市新開町）

１台：本明川水系半造川
長崎県諫早市）

２台：筑後川水系早津江川
（佐賀県佐賀市）

１台：九日町排水機場
（熊本県人吉市）

２台：球磨川水系球磨川
（熊本県人吉市）

２台：川内川水系羽月川
（鹿児島県伊佐市）

１台：川内川水系川内川
（鹿児島県伊佐市）

１台：川内川水系川内川
（宮崎県えびの市）

３台：渡排水施設
（熊本県球磨村）

１台：宝来町雨水ポンプ場
（熊本県人吉市）

１台：枝光排水機場
（福岡県久留米市）

１台：山ノ井排水機場
（福岡県久留米市）

１台：筑後川水系筑後川
（福岡県大川市）

３台：遠賀川河川事務所

２台：菊池川河川事務所

１台：熊本河川国道事務所

１台：川内川河川事務所

３台：大隅河川国道事務所

５台：宮﨑河川国道事務所

２台：延岡河川国道事務所

４台：大分河川国道事務所

６台：佐伯河川国道事務所

１台：大分維持出張所
（ 大分県大分市）

１台：筑後川石井樋管
（大分県日田市）

２台：矢部川水系矢部川
（福岡県八女市）

１台：矢部川北山地区排水機場
（福岡県八女市）

１台：大分川国分地先
（ 大分県大分市）

４台：三川ポンプ場
（福岡県大牟田市）

３台：川内川水系川内川
（鹿児島県湧水町）

２台：頭無雨水ポンプ場
（熊本県人吉市）

１台：人吉浄水苑
（熊本県人吉市）

１台：長崎河川国道事務所

１台：本明川水系本明川
長崎県諫早市）

１台：肝属川水系串良川
（鹿児島県東串良町）

１台：肝属川水系姶良川
（鹿児島県鹿屋市）

TEC-FORCE 次期出水に備えた排水ポンプ車の配備

（１）今回の洪水により浸水が発生した箇所（決壊、越水等）における備え

（２）被災により排水機能を損失した排水施設（排水機場、雨水ポンプ場）の機能代替

（３）国管理河川の堤防沿いなどで過去に浸水が頻発している樋管周辺などへの備え

（４）排水ポンプ車の増援が必要な場合、必要箇所に迅速に出動するための配備

令和２年７月14日 6:30時点

（２）被災した排水施設の機能代替（１１台）

7/12 九日町排水機場

（３）過去の浸水頻発箇所での備え（１０台）

佐賀市川副地区 7/１１

排水ポンプ車の配備状況（令和2年7月13日 5時時点）（１）浸水が発生した箇所での備え（２７台）

7/4 人吉市人吉浄水苑7/12 渡排水施設

7/6 大牟田市新開地区

（４）速やかな増援のための配備（６台） ※

7/8 出動拠点で待機

※その他、今後の出水に備え各事務所において待機(28台 )
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